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序

秋田市市IJ随行90周年を迎えた昨年は，数多くの記念行事が開催されたが，秋田城跡の発掘調査を

進めている当委員会では，これまでの調査成果を一堂に集め 『秋凹峨展』を開催した。この開催に

あた って賛助出品をいただいた多賀城跡をはじめ，城輪棚跡 ・胆沢城跡 .-11回棚跡等関係方面jのご

協力に対し深甚なる謝意を表するものである。

特にこの展示会の直前にいたって，秋田城跡より出土の木簡の一つヵ、 『文選』の中の 「治神賦」

の一節の習書であることがわかり，古代中国六朝文化の所産と林されている『文選』が，八世紀半ばに

は秋田にも普及していたことの証拠として世間の注目を集めたところである。

こうした背景もあって展示会は蟻況をきわめ，まことに意義深い催しとなったのであるが，これ

もひとえに国県をはじめとする各関係機関のご指導と地元関係者のご援助の版物であり ，ここにあ

らためて感謝を申しあげる次第である。

4:f既報は54年度の調査成果を収録したものであるが，調査研究の資料として広〈活用されること

を念ずると共に，秋田城跡、の解明ひいては古代東北の歴史研究の一助となればまことに幸である。

昭和55年 3月

秋田市教育委員全

教育 長 佐藤博之
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例言

。本概報の図面 ・遺物務理 ・原稿執筆 ・編集には秋田城跡発掘調:従事務所の小松正夫， 日肝 久、

郷岡誠一，西谷 隆、安田忠di，西鳥羽礼子，柏谷光子の各峨員があたった。j古物の与:呉羽1付与は

小松，西鳥羽が担当した。

0第26次調査の考察は日野 久，第27次調査の考察は小松正夫がiH.当した。
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I 調査の計画

昭和54年度の調査は前年度までの調査成果を踏まえて，これまで 3年次にわたって調査を実施し，

建物群，井戸など多くの遺構群を検出した鵜ノ木地区中央部の性格究明の調査と，外郭線の追跡調

査を 目的とした護国神社境内北部の計二ヶ所に調査地を設定した。

調査に際し，宮城県教育委員会の特段のご配慮と，多賀城跡調査研究所の継続指導を得た。

発掘事業費については，補助金の内示(総事業費 1，300万円のうち，国庫補助額50%，県費負t日

額25%，市負担額25%) を得たので次のように実施計画を立案した (表 1)。

地

鵜ノ木地区中央部

議国神社 境内 北 部

問

9月1日-10月31日

~26次調査は，鵜ノ木地区中央部で実施した 。 第 1 8 ・ 22 ・ 25次調査についてい 4 年次にあたる 。 こ

れまでの調査では多くの掘立柱建物群， 3問X7聞の建替えのある掘立柱建物跡，さらには「木簡J，

「墨書埼」などを出土した井戸跡などが検出されていたが，その性格を把握するまでには至ってい

ない。今次の調査は，一部昨年度第25次調査地と重複させ，その北側に調査区を設定し調査を行っ

た。その結果，南側の整地された一段高い地域からは第25次調査で一部検出した建物跡の全容が明

らかになり ， 3問X3問， 2問X3聞の 2棟の掘立柱建物跡であることが判明した。また，新たに

l間X1聞の掘立柱建物跡を検出した。北側の一段低い地域からは井戸跡，杭夢1]， 土拡，講を検出

した。また，これらの北側は泥炭の堆積する湿地が広がっていることが判明した。

第27次調査の護国神社境内北部地区は 昭和36.37年度の国営調査の際に本殿北西部で検出され

た築地延長部を確認する 目的で調査を実施した。最初に調査地北方の舌状部と，東側25m程のとこ

ろに トレンチを設けて調査した わずかに北方のトレ ンチで築地基底部と思われる黄色粘土と数片

の瓦片を出土したが，撹乱が激しく 詳細について不明であった。本調査地域は，国営調査が行われ

ており，当時の トレンチを何本か検出した。調査の結果，築地遺構は検出されず，小ピット群，土取

り穴を発見したにすぎない。さらに， 築地遺構を確認するために調査地北西部の一段低い斜面にト

レンチを設け調査を実施したが，新しい土取り 穴を認めた程度で築地は確認できなかった。

昭和54年度の発掘調査は次の とお りである (表II)。

表II 調査実施状況

調 査 次数 | 調 査 地 区 |発掘面 積 m2(坪) I 調 査実 施期間

第 26 次

第 27 次

木地区中央部 1，683m2 (約510坪) I 4月16日-9月22日

神 社境内 北 部 I 207m2 (約63坪) I 9月25日-10月26日

なお，各次調査の出土遺物は年間を通して整理作業を行った。

- 3 ー



I1 第 26次発掘調査

1 )調査経過

第26次調査は与内字鵜ノ木地区を対象に.4月16日から 9月22日ま で実地し，発掘面績は約1.683

m' (約510坪)である。

調査地は秋田城外郭線外の南東に位置 し，周辺は既に，国営調査，第18次調11:，第22次調査，第

25次調査が行われており， 第3図にみられるよ うな，州立柱建物群， 井戸跡， R手穴住居跡などを

検出している 。 特に第25次調査で検出した SE406井戸跡からは ， 天平六年 ， 天~I_': 勝主:四年，同3i年

の紀年銘のある木簡などを含め11点の木簡， 龍と 子;う人;で首 ・腹 .Jtを射抜かれた人物像がそれぞれ

!日君1ぞれた戯画埠な どが出土している。木簡の内容としては，調米の付札 r文選』中の f1名神j肱」

の一節jの習書.解の文書などがあり，これら遺構群の性格究明，ひいては出羽柑jから秋田城への変

避の実態解明に大きな手がかりを示 した。

調査は既調査の以上の結果を踏まえ，遺構の広がりの範囲を把怪し，u寺則的なiti;桃の立地状況，

郭と して機能したと考えられる遺構の有無を追求する目的で実施した。結果，新たにiJ:c立柱建物跡

3棟， 井戸跡3基，構，土拡，杭列を検出した。
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のJ件>fr'tする出J也が広がり ，古代末期から中世にかけて，地山を削平して湿地の南縁を整地している

ことカやドIJI:l，片した。

調査作業はiHlJ量基準点NO.3より原点を移動し， X=351.219m， Y=-80.911m， H=37.059mに

発州法準点を設定した(4月16日)。 並行して，下刈り作業を行い(18日)， 第25次調査地に隣接す

るMA -M E -80 -85グリ ンドから表土恭IJぎを開始していった(19日)。整地層の赤褐色土層をあら

わし，更に北のMF -M K -80 -85グリ ッドの表土来IJぎに入っていった (28日)。 同グリ ッド内で黄

褐色砂の堆般を確認、大きな落込みの.l:!R土と判断した (5月7日)。西に発畑区を拡張， MA-ME 

-86-90グリ ッドの表土争IJぎを開始した (9日)。 同グリ ッドに於いてS8396、397建物跡の未検出

の北側柱11:1¥リ)Jをイ確認した(10日)。順次，北に発11ii¥区を拡張し，M F -M K -86 -90 (12日)，M L 

-M Q -86-90 (19日)，ML-MQ-80-85グリ y ド (22日)，と表土を除去していった (25日)。

発州南1WJ地区では表土下層ですぐに地山粘土層となる個所があるが，褐色砂質土，赤褐色土である。

M L - 86 グリ y ドを中心に不住Jf~に地積する賞褐色砂層 ， その下層の灰青色粘土層内にはガラ ス ，

峨1*F)'i，ビニールが含まれ，現代の轄地と判明した (28日)。この影地が発川区北側の窪地をj:1[めて

いることを確認し，調査地区を南側のMA -M E -80-90グリ ッドに移した。地山粘土而で雌認し

たS8396， 397建物跡の柱掘り方，轄地層面における遺構の椅交を行う 。結果，S 0439溝， SK445 

-~士11: ， SA464ピット群の一部などを検出した (31日)。

南側地区を鐙地層まで排土し，遺織を確認した段階で，調査区を第22次調査地に隣接する MF-

M Q -80-90グリ ッドに移し精査を行った。東側では地山粘土層，西側では亦褐色砂質土，灰宵色

粘土の順にI佐和しており，新しい廃棄物 (ガラス， ビニーノレ)を含む・亦褐色砂質土を除去した (6 

月13日)。 同地区東側では地山粘土面で第18次調査検出の S0346講の西延長，S 0440， 441構，S K 

448， 449ゴ:拡を検出した(14日)。 又，灰青色粘土の堆積する窪地はこの地区まで広がり，泥炭層が

字くみとめられ，湿地と判明した。

南偶1]， MO-MF-80-85グリy ドの整地層を再精査し，S A464ピント群の雌認された応褐色粘

同(ぷ褐色土器，瓦片を含む)の上層に，黒色腐植土，灰褐色粘土のj順に堆枯しているのが確認さ

れ，鮭地III，II， 1と各々仮称した。整地 I面でS8427建物跡， S 0435， 436構，黒色土埋土の小

ピットを検出した (16日)。同地区西のMA -M E -86-90グリ ッドでは堆積層に速いがあり ，赤褐

色砂，黒色砂，灰褐色土となり，各々整地IIl， II， 1に対応するものと考えられた (20日)。これら

務地層の仮称は後日，整地IIは腐植土層であり ，整地層と して把握するには妥当でなく ，結局，一

月!の護地と考えたが，整地上 IIIの仮称はそのまま使用している。

湿地SG463に堆積する灰青色粘土を詳細に観察した ところ，砂質を含む上層と，粘質の強い下層

に分かれ，上層からは近世 ・現代の陶磁器の混入がみとめられることから同層を除去した (6月22

f:l )。並行して，務地上 m面の S0435， 436， 437， 438溝，S 8427， 396， 397掘立柱建物跡，S A 

464ピット群等の精査，断面図作成， 土層観察用ベルトの除去作業などを行っていった(7月10日)。

- 5 ー
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G463湿地のプランを把握した段階で，第1 汚
Uコ

より新しい土層を除去し，体に整地 I

工搬彬 (7月13日)，各遺構'

レベル測定を行った(13日

体

平面実iWJ，

σ1 

槻彬，

日

-26日)。

B 調査であった音1)iN1J終了後，平面a

396， 397建物跡の柱J照り方の断ち割りを行い，

凶Fi1搬h与を行った (27日)。

同層及

川 1作成，

盤地 I面下の遺構を追求するため，

断

M の除去に入る (31日)。の腐キl自.び，下

グ〉堆手責D -80-85グリ ッド付近では腐植土

MF-MI-がなく ，整地IIIとなり (31

M F -M K -80 -85グリ ッドでは整6-90， 

( 8月 1日)。となる泥炭がすぐに，I也I

この状況はMFラインから北の地域に全体的

色S G463湿地に堆積する灰にみとめられ，

が整地 Iと同じものと考えられたため，キ占

の除去を行っていった (8月10日)。しか同

からの湧水が激しく ，加えて降雨泥炭し，

は泥沼状になり，作業の進行に-也4J
 

のため，

の堆積状態のたした。泥炭障を著し く

あわせて発掘区内の排水の便を良〈観察と，

S G463湿地を十字に切る 3m巾のするため，

トレ ンチを設定した (11日)。 泥炭層は最深部

盤粘土面から25cmの位で 1.5mの厚きで，

した。器が出期末葉の出で縄文

はトレンチ掘の除~~地 1 ，黒色腐植占

MF-MK り上げ‘と並行してなされ (17日)， 

-80-90グリ ッド整地III面にて小ピ ットを検

平面図を作成していった (23日)。出し随時，

2
0
.宏一

5主
明確な遺構のみ とめられない整地mは，

2
0
.沼

Z
 

6 

MF-MI-81-

85グリッドでは土手状の整地mの高まりを確

徐々に，削剥していった。



認，その性格を調査したところ，その南側で東西に伸びる 2列の杭列を確認した (29日)。

主主地mの精査 を引き続き MA -M C-80-85グリ ッドにでも行い，第25次調査で検出した SE406 

井戸跡の掘り上げ土 と考えられる黄白色粘土層の堆積が整地m下層で確認された。この黄白色粘土

の堆般商を追求し. 1問x1聞のS8429建物跡を検出した (9月3日)。

強地1TI面にて l間X2間以上のS8428掘立柱建物跡，方形の井側痕のみとめられる SE432井

跡， 一辺 1mの方形の掘 り込みに先端を削った杭，板を打ち込んだSE430. 431井戸跡等を検出，

精査， 写真撮影などを行っ た (9月8日)。

8428建物跡，S E432井戸跡を検出した地区は遺構が厚い整地IIIの堆和上にあり，地山粘

が孫ち込んでいるのが観察された。前述遺構の平面図作成，写真撮影終了後，整地1TIを除去 してい

った。結果，重複する土拡SK450-461を検出した (9月13日)。 これら土拡の精査と並行して，泥

炭の土層断面図作成，S A433， 434杭列の再精査を行った。

整地町 を全体に除去 し地山粘土面，泥炭面に至 り，更に遺構の存在することが考えられないこと

から，最終的な平面実部IJ，レベル測定を開始 (17日)，終了後， 全体写真，遺構個別写真撮彬を行っ

た (22日)"

後日 (11月2日)，泥炭層の花粉分析のための資料のサンプリングを行った。
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んでいるが，南側柱の掘り方は整

地III商にて確認された。整地 Iの

堆積範囲がこの建物南側まで至っ

ていない。SD436溝と重複し，
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第6図 SB427建物跡、
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り方が溝によ って一部切られており ，これより古L、。掘り方は直径約30-40cm，深さ約40cmである。

柱痕跡がみとめられるものもあるが一部不明である。埋土は赤褐色粘土を含む暗褐色士.で，同一

でみ とめられる黒色土を埋土とする小ピ ット群とは明確に色別される。

50435溝 (第4図，図版6) 

巾約25-30cm，深さ約10-20cmで，立上りはほぼ垂直，底面は平担である。埋土は灰白色粘土で，

thiiり方は下層の腐地土，整地rnまで至る。

50436溝 (第4図，図版 6) 

0435溝と重複し，それより新しし'0S G 463 i~i地の南周縁 を囲む状態で更に ， 西に伸びている 。

巾は約30-50cm，深さは約20-40cmで，埋土は灰白色，赤褐色粘土である。

50437溝 (第4図，図版 6) 

0436溝と重複し，それより古い。南北方向に走り， S G463湿地付近で校分れし，西に伸びる。

巾の広い南側で約 2m，北側では約50cm，深さは約10-40cm，埋土は灰青色粘土赤褐色土である。

50437出土遺物 (第15図，図版20)

第15図26は須恵器台付杯である。底部全体に回転へラケズリ調整を施し，切り離しは不明である。

体に焼きひずみが著 しい。 技法， 形態的には古い様相を呈しているが， 埋土からは他に瓦，i専，

赤褐色土器，中世陶器小片が出土しており， 混入したものと考えられた。

50438溝 (第4図，図版 6) 

0435， 436， 437溝と重複し，それらより古い。S0435溝の底面で一部観察された。巾は約30

cm，深さは約10-30cmで¥埋土は灰青色粘土である。

② 整地 m面

58428建物跡 (第 7図，図版 6，8 ) 

l問 (2.6m)X2間 (2.7+2.7m)以上の掘立柱建

物跡である。建物方向は東柱筋が北で約44。東に振れ

る。掘り方は直径約35-40cm，深さ約40cmで， 柱痕跡

は約10X20cmの方形である。

5 E430井戸跡 (第8図，図版 9) 

1辺約1.5mの方形の掘り方で，深さは約90cmであ

る。四隅とその中間に計8本の，巾約10-15cmの角型

に面取りし ，先端を削った杭を打ち込んでいる。又，

巾約 5cm程の杭，板が前述の太めの杭の並びに打ち込

まれている。打ち込みの深さは太めの杭より浅く， 10 

cm程度である。遺存しているのは 5本であるが，本来

は四辺に回っていたものと考えられた。底面には曲物

- 8-
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や，掘り込みはみとめられなし、。構造としては，側板や横 • 

伐がみとめられないこと から，地山粘土まで方形に掘り込 a 
み，四辺に杭，板を打ち並べ，S G4臼湿地に向って流れ 千

込む湧水をt留める簡素なものである。現況でも澄んだ湧水

がほぼ確認面近くまで溜まり ，井戸としての機能は充分に

果たしたものと考えられた。方向は東杭列が北で約45。東に

振れる。

S E431井戸跡 (第9図，図版 9) 

l辺約1.65mの方形の1)[¥り方で，深さ約97cmである。構

造は前述の SE430井戸と問機である。杭は北列の中央l本

が腐朽していたが，空洞となっており ，杭の痕跡は把援で

きた。方向は東杭列がほぼ真.北を指す。埋土は賀補色村土

が令体にみとめられ，一気に埋め込まれた状況である。上

には焼土が混入している。立地点も SE430同様， S G463 

湿地の周縁にあたり ，1勇水が激しい。S8427建物跡南柱掘

り方が埋土を切っている。

S E432井戸跡 (第10図，図版10)

直径約 l.4mの円形の1)[¥り方に 1辺約90cmの方形の井

枠の痕跡がみとめられる。井側は腐朽して痕跡のみである

が，4隅の隅柱と東西の検校がわずかに遺存していた。横

桟は確認面から約70cmの位置である。その位置から帰り方

が狭くなり ，直径約80cm，深さ約60cmの鍋底状の掘り込み

Aー

となる。汗「水の機能を果たす井筒にあたるものと考えられ A 

る。埋土の最下層には炭化物が多量にみとめられ，坦!.土上 一

からはぷ褐色土器が出土した。

ちなみに井戸の底面レベjレは SE430が海抜35m40， S E 

431が35m 40， S E432が35m20で，昨年検出の SE406が32

m60て。ある。

S K442土士広 (第4図)

直径約 1.1mの円形で，採さは約30cm，掘り方は鍋底状

を呈する。

S K443土地 (第 4図)

。

東西約 2.5m，南北約 1mの方形で，深さ約20-30cmである。

- 9 
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5 K445土地 (第12図，図版 2) 

8396建物跡北側の帰り方の一部を切っている長径約1. 1 

m， W径約90cI11， ì来さヂ:)40cmの 十fi 円 Jf~の土地であ る 。 .l"'H， ゴて

内より 6枚の釧銭が出土してお り、 11:ffi名などから lド世以降

の芸kJ広とJ5・えられる。

5 K445 出土遺物 ( 第 11 図 ‘ 凶 J~~ 19) 

~I， iJ 室長

1天似通宝 (初鋳年北米1017年、，j'~ 休;術書 ) l( (伴2.42C'r11，

バL1辺0.65CITIo

2'le笠通宝 (初鋳年北宋1078年，寸:1本築書)I在径2.45('111，

方孔 l辺0.66cITI。

3元盟通宝 (向上)直径2.41CITI，方孔 l辺0.61cITI。

4洪武通宝 (初鋳年明1368年，字体構書)直径2.11crn， 

]'1し1辺0.67cITI。

他の 2枚は鋳化が著 しく ，貨銘は不明である。

ハU
ti
l
-
-

gJgj常71日)
トド|||[ | 

5 K44 7土地 (第4図，図版 11)

l辺約75crnの方形，深さは約55cmである。立上りはほぼ垂直で¥ イ沙伐のJ'I'.1'.1付か ら多iAのこ_);'し

大の石と赤褐色土器が出土した。

5 K447出土遺物 (第15，16， 17図，図版19，21， 23) 

第15図の 4は土問i器台付杯で，回転糸切り，内面黒色処理を施している。第161χ114，15， 21はし

ずれも回転糸切り，再調盤のない赤褐色土器である 。 第 17図の20は体部外 rflj に f~ IJ ，h'í:，不能の].}~ 点のみ

とめられる赤褐色土器であ る。

5 K462土拡 (第4図)

1辺約95crnの方形の掘り方，深きは約25cmである。埋土は灰青色砂を主体にしている。

5 D439溝 (第4図)

南北に伸びる巾約20-30cm，深さ約20-40cmの溝である。北はSG463i~t地で消失している 。 SG

463湿地付近では整地上腐植土によ って一部覆われていた。昨年度第25次調査で検出した S0410 

溝と埋土，レベルが同ーであり ，連続するものと考えられた。

5 A464， 465ピット群 (第4図，図版 2，6 ) 

- 10ー
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直径約20-50cmの円形，楕円形のピ ット群である。SG463湿地の南周縁、 SK450-461土拡を覆

う軽地m面にて確認されたピットで，前者の東地区のものを SA464，後者の西地区のものを SA465

とした。深さは約10-40cmで，埋土は黒褐色土，赤褐色粘土で方形、円形の件痕跡のみとめられる

ものもあるが，建物として組み合せを把握でき るものがなかった。

③ 地山粘土， 泥炭面

58396建物跡 (第12図，図版 4) 

第25次調査で北柱列の一部を除き確認されていた。3間X3間の総柱の1JII.¥立柱建物跡て・ある。今次

の調査の結果，北柱列の東から 3， 4 本目はすでに削平されていることが判明した 。 北村~11:L\リ方が

K445土拡と重複し，切られている。

58397建物跡 (第12図，図版 4，5， 7 ) 

第25次調査で北柱列を|徐き検出していた。2間X3間以上の南北陳の1111¥立佐建物跡と巧-えられ，更

に北に伸びる可能性があ った。本次調査の結果，2間X3間であること を時認し，似リ方は方形，及

び不整形，円形のもので，整然としていない。円形では直径約 l.2 m f'ム 方形はl辺0.9-1.2mと

ぱらつきがあり ，深さは約0.8-1.8mで漸次，北に浅くなる。南柱列の西端を除き，111:径約40-50

cmの楕円形の抜き取り穴が確認されている。柱痕跡、は抜き取り穴下で観察され， I~径約30cm ， 柱聞

は東西が1.65+ 1. 65 m ，南北が1.65 + 1 .65 + 1 .65 mである。建物の方向は東村筋が南で約2。東に振

れる。

58429建物跡 (第12図，図版 5，8 ) 

本次調査で新たに検出した 1間X1聞の掘立柱建物跡である。柱聞は東西3.0m，南北2.4mで¥

掘り方は 1辺約 0.8-1 mの方形である。柱痕跡は直径約20-25cmの円形で，南西のね:は抜き取ら

れている。建物の方向は東柱筋が南で約2。東に振れる。柱掘り方の深さは南西隅で最も深<，約1.2

m，北東隅で浅く，約44cmで、ある。

5 K444土地 (第4図)

.径約 l.lmの不整円形で，深きは約40cmである。

5 K446土地 (第12図，図版 4) 

S 8397建物跡北西の掘り方を切っている。直径約1.8mの円形で， 7:菜さ約30cmである。

5 K448土地 (第 4図)

S 0346講を切る東西に長い方形の土拡である。東西約3.2m，南北約 1m，深さ約64cm，立上り

はほぼ垂直である。

5 K449土拡 (第4図)

直径約80cm，深さ約50cmの円形である。立上りはほぼ垂直で¥底面は平坦である。埋土は黒色土

が黄褐色粘土に混入している。

5 K450-461土地 (第4図，図版11)

- 12-
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433、 434キ1i~IJ

特J也IIIを|徐よ-した段階で確認した。各々，重復しているが， S K450土J誌が最も新しし次に SK

452J:_J.広が続く 。 SK450土砿は直径約1.6m，深さ約1.1mでt1tl土は褐色ii少， J長褐色{沙である。

K452オj-Jl:は If(径約3_6m，深さ約75cm，底[ftiに1ft径約 1m、深さ約40cmの円形の治ち込みがみとめ

‘れる。間二七は SK450 と同じ砂質であるが上層に賞褐色粘土ーのj:t~ ，h'切fあ る 。 他の -1:拡はすべて . i~ 

さ約20-40cm と浅く ， 不幣 Jf~ で， 埋土は粘土'11に焼ゴ:や炭化物が出入し ， 11J~褐色ゴ二 1>.+1: ， JL， t与がa¥

-ニしている。

5 K452出土遺物 (第15図，図版19)

第15図の 7は回転糸切り ，再調主主のなし、小引の須，む器科である。内外的iに川色の傑状炭化物がり

〈付'泊している。

5 0440， 441溝 (第4図)

発畑区北東部で検出した。同地区は耕作土下がすぐに地山粘土層となリ， itY;.の時Wlについてはイ

明である。rlJ約40cm，深さ約10-20cm，即ー土は灰褐色土である 。 尚i l~h lí'J に 2 本‘ li行してや1 1 び，

G463出地に向かう 。

5 A 433， 434杭列 (第4，13図，図版12，13) 

発掘区中央東側で，終地IIIを最IJいでいる際，泥炭層に打ち込まれている状態で検11'，した。幣地III

の高ま りの南側に位置し，この高まりと関連する施設と巧-えられる。料地IIlI削にては観察されず，

同耐に突きIIJていた痕跡はみとめられなし、。面取りした杭，板で長さは約20-50cm， トιiiは腐桁し

ているが，下端は鋭利に尖らせ，泥炭層に約40cm位っきささ っている。 SA43 

れ，10本の杭，板の間隔は東側から1_7+1_ 2+ 1_ 0+0 _7+0 _7+0 _ 7+ 1_ 0+ 1_0+ 0 _ 8mである。

434は方向は SA433に一致し， 6本の杭，板の間隔は東側から0.4+0 _ 6+ 0 _ 9+ 1_ 0+ 1_1 mである。

5 G463湿地 (第4， 5図，図版 2，3，14)

4iZ地 Iの段階で南北約32m，東西約29mの長崎円状のプランが確認された。桜地 上 IIIを除去し

た段階では，更に南東，南西方向に伸び， S B396， 397， 429の建物跡のある地山の高位者ISに入江f

」入り込んでいる。現況では削平され，約 1-1.5mの段差となっているが，本来は，t也山粘土聞が

bるい傾斜でSG463沼地に連続していたものと与えられた。堆積層は耕作土，賀補色砂，褐色砂質

ゴ_，灰白(青)色粘土，泥炭層のJ順で，賞褐色砂は現代の112地であることが確認されている。灰白(青)

- 13-
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ガラス片などの出からは現代の総昔itとは含まれる砂質の度合で上色料l

器，からは中世陶器， IlJ ~褐色があ り，近時ま で窪地として存在していたこ とがうかがえる。下

iJ止炭からも同様の造物の出土がみとめられ，している。泥炭I専などカー瓦，須恵器，

が約 5-10cmの厚さで泥炭機質，褐色のさは最深部で約 1.5mである。黒色腐植グ〉

盤から約25cmの位置で直径約25crnの偏山径約10-30cmの倒木が出土している。に堆積し，

はサン プ リン グし ， 花粉分析を山城県民業主\U~lした。泥炭器が出期末葉の，縄文か河原

日比野紘一郎氏に依頼した。理学博

図版19)S G463湿地灰白色粘土層出土遺物 (第14図，

中世陶器

を含む。11被部はであるが小胎土中には少し，縁部破片である。硬質で灰青色を1は霊長

口縁を折り返す際に，やや角状になっている。民部をヨコナデにより整形しているため，で，月巴

〈びれ部に痕跡をとどめている。器体外面の条てい押えているため，政いは丸棒状の器頚部lこ板，

径約 4crnのアテ具痕がみとめられ内面は円形の線状平行叩き板痕は 3cm当り 11条の密なもので，

を含む。外中に 2mmほどのIJ目台2は硬質で灰青色を呈し，3は饗体部破片である。2， る。

官豆て径約 4crn， また内面には，りの条線状平行叩き板痕，ややの密で浅い，には 3cm当り 11

には 3cm当り 8本の比外色，3はやや軟質で灰痕をとどめている。径約 3cmの楕円形のアテ

痕をと形のアテ短径約 3cmの桁径約6cm， 内面には、りの条線状平行叩き板痕，較的深い

どめている。

3 )各層出土遺物

整地が行われており ，整は現代 ・近世の磁器片の混入がみとめられ，耕作よる撹乱，

述べることとする。

- 14-
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整地Iからは中世陶器(珠洲系)の小片，赤褐色土器，瓦， i専などが出土している。又，後述す

る第18図の lの縄文土器が混入していた。

整地IIIからは多くの須恵器，土師器， 赤褐色土器，瓦，塘の他，縄文土器，石器が数点であるが

器のほとんどがこの層からの出土である。土器は古い形態のものから新しい

ものまで混在している。

土師器 (第15図，図版19)

1， 2はロクロ非使用の丸底杯である。lは体部中央に低い段を有し，それより上半を横方向に

こまかいへラミガキ，下半は底部中央から，らせん状に巾2cm， 10本1単位のカキ目を施している。

内面は体部が横，底部が放射状のへラミガキがみとめられる。二次加熱のためか，内面の黒色処理

は消失している。 2は体部上端， 口縁下約 0.9cmに横ナデを行 っており，低い稜がっくり出され

ている。 稜から底部全体にへラケズリを行 い， 更に， こまかいへラミガキを施している。 内面は

…色処理で，外面の稜にあたる位置まで横方向，以下は一定方向のへラミカ、、キがみとめられる。3

は回転糸切りで再調整のない内面黒色処理の杯て1 内外面に煤状の炭化物が付着している。5は静

止糸切り ，内面黒色処理の台付杯である。台部は剥落している。へラミガキは外面口縁下約 1.5cm

付近と内面体部が横方向，底部が放射状である。6は紐の欠損した叢である。外面は紐周辺約 3.5

cmまでへラミガキを施し，以下は口縁にかけて回転へラケズリを行 っている。口縁部は丸くおさめ

られ，内面はへラミガキ後， 黒色処理している。

須恵器 (第15図，図版19，20) 

8 -14は回転糸切りで再調整のない杯である。8-10は口径1に対する底径比が0.46以下， 11-

14は同比が0.50-0.69である。9は輪積み(巻き上げ)痕と考えられる粘土紐の痕跡がみとめられ

る。15-24は回転へラ切り ，再調整のない杯である。16-22は口径がいずれも14cm，或いはその近

似値で，口径 lに対する底径比は 0.6内外である。色調も類似し，灰白色，胎土はやや軟弱で，同

窯の生産品と考えられた。23，24は回転へラ切りで再調整がなく，底部からの立上りがやや強い。

径 lに対ーする底径比が0.65，0.74と大きい。23の口縁部には油煙状の炭化物の付着があり ，燈明

血1として使用きれたものと考えられた。25は底部全面に回転へラケズリを行っており ，切り離しは

不明である。全体に自然粕がみとめられ，内面には赤色顔料が付着している。27は回転へラ切りの

ム付杯で，台周辺にナデを行っている。28は回転へラ切りの叢で，偏平な紐の周辺にナデを行って

いる。29は頭部にリングの回る長類壷である。

燈明皿 (第15図，図版20)

30-35はすべて口径約10cm，器高約 2.5cmの小型，同形態の土器である。口径 lに対する底径比

は 0.5で30-34は皿形， 35は杯の形態である。これらの土器は，胎土に砂粒を含み，色調は灰白色，

灰黄色を呈し，きわめて軟弱で，焼成が還元炎であるのか酸化炎か不明である。非内面黒色処理で

へラミガキはみとめられず，かるいナデを行っている。口縁部には燈心が付着した と考えられる油

- 15-
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煙状の炭化物がみとめられる。体部には輪積み(巻き上げ)痕と考えられる粘土紐の痕跡が顕著で

ある。30-33は静止糸切り痕がみとめられ， ロクロによる整形であることが明瞭であるが， 34， 35 

は切り離しが不明で，ロク ロを使用していないものと考えられた。30-33は体部外面に巾1.5cm，

7本 l単位のカキ目が地され， 34， 35は組い手持ちへラケズリで体部を調整している。

赤褐色土器 (第16図，図版21，22) 

1 -3は回転糸切りの杯で底部立上り部分約 0.5-1 cmを回転へラケズリ調整している。 lは口

縁部に油煙状の炭化物が付着している。4， 5は回転糸切り，再調整のない小型の皿で，口径 1t.: 

対する底径比は0.54である。口縁部には油煙状の炭化物が付着しており，燈明皿と考えられた。6

-13， 16-20はいずれも回転糸切りで再調整のない杯て1 口径 lに対する底径比は0.46-0.51であ

る。 7，9は内面全体に黒色の付着物，8， 15は口縁部に燈心の痕跡と考えられる油煙状の炭化物

が厚 〈付着している。19は内面が平滑になっており ，部分的にへラ ミカ。キ状のこまかい凹凸がみと

められる。遺書土器 (第17図)の9，10の内面状態に類似する。22は回転糸切りで再調整のない肌

で，口径 1に対する底径比は0.56である。23は小型の牽で粘土紐を輪積み (巻き上げ)後，ロクロ

咋形している。24は偏平な紐のつく蓋で，紐周辺はナデを行っているため，切り縦しは不明である。

口縁は爪状にっくり出している。25は口径約24cmの鉢で，底部立上り 1.6cmまで手持ちへラケズリ

を行っている。底部はへラ，或いは指に よるナデつけのため，切り離しは不明である。

墨書土器 (第17図，表m，図版22，23) 

20を除き，すべて整地111からの出土である。須恵器が8点，うち糸切り 1，へラ切り 6，へラケ

ズリ調整のため不明 lである。土師器は 1点， 赤褐色土器15点， っち l点は回転へラケズリ調整が

ある。いずれも杯， 皿形で，墨書部位は底部外面17点，体部外面 7点である。墨書の内容としては

「ヰj，r玉寺」 など 「寺J の文字がみとめられるものが6点あり，他に 「梢j，r酒厨j，r官j，r神

...…」などがある。

縄文式土器および石器

縄文式土器 (第18図，図版24)

1 (第一整地層出土)R L縄文を地文とし， 二条の沈線による連結渦巻文を施したのち，沈線聞

の凸部分に刺突文を施している。賞褐色を呈す。

2 (SG463混地出土)二条以上の並行沈線による曲線文をモチーフとするもので，非常に線が細

〈施文が粗末である。地文は不明。内面はミガキを施してはいるが，その方向は不明である。

3 (第三挫地層出土)R L縄文を地文とし，沈線聞の凸部分に磨り消しを施した後，さ らに沈線

によ って変形楕円文を施している。この沈線の外側には 2つ以上の刺突文を施している。内面は横

向のミガキを施している。

4 (第三整地層出土)R L縄文を地文とし，沈線によ って縦位の楕円文を施している。楕円文外

は磨り消しをしている。内面は横方向のミガキを施している。暗賞褐色。

- 17-
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表 l1l ""J 器

番号 骨量 F重 切り離し (調務) 墨書部位 出土層遺構 dよd尽"- 書p 妻名

1 ~jí 忠告詰中不 回転糸1;IJ 底部外而 第 3轄地層 1r厨」か?

2 11 回転へラ切り 11 11 |不明

3 IJ " 11 11 「申」

4 11 11 11 11 r ~許」

5 " " " 11 rLjか?

6 " " 体部外国 " 「方」或いは 「ヰ」か?

7 " " 底部外部1 11 不明

ー 一一ー ーー

8 ~ti 恵端肌 (回転へラケズリ ) " " 
r 'Lγ ¥ j 

9 赤褐色土器杯 回転糸切 体音1)外而 " 「イよj r ，'i: j 

10 11 11 11 " 「五」

寸川可石11 " 11 底部外商 11 

12 11 " 11 11 I .'，" I 17' ? 

13 11 11 " " の一千は「省」か?

14 " 
11 

{本音1)外出 " ri音」か?(凶転へラケズ リ)

15 11 11 j長音1)外凶 11 不明
ー ー ーーーー一一

16 /1 11 /1 11 ri内」
一一一

17 土師器杯 11 11 11 r i州iJj.J

18 赤褐色土器杯 11 11 11 不明
一一一一

19 11 IJ /1 11 11 

20 11 体部外商 SK447土砿 11 

一'一一 一一

21 11 回転糸切 底部外面 第 3幣地層 11 

一一

22 /1 11 11 11 「可」か?

23 11 体部外出 11 r !f: j 

24 /1 11 11 「神j，r見」他に 2文字

5 (第四務地層出土)L R縄文を施しただけのもの。暗赤褐色を呈す。

6 (第三拠地層出土)R L縄文を地文とし，変形楕円文を沈線で施している。沈線聞の凸部分を

謄り消している。内面は横方向のミガキを施している。

7 (泥炭層下層出土) L R縄文を地文とし沈線によって変形椅円文を施し，沈線開の部分にはL

- 19ー
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。

が認められるが，他の音IS分は欠損しており口縁部に近い部分には耳状の把R縄文を残している。

不明である。

器は中期末葉から後期初頭のものと考えられる。以上の 1-7の縄文式

リ，1版24)器 (第18r.R1，石

頭部!隔 1.9cm，から刃部にかけて欠損。長さ 6.9cm，(第一軽地層出土)磨製石斧。胴部下8 

刃部1幅 4.2cm，

厚さ 2.2cm。側縁部には製作[1寺の研磨擦痕がみられる。緑色凝灰岩。

および側縁部一部欠損。長さ10.3cm，

- 21 -

斧。頭部欠損，(第三路地層出土)磨製9 



厚さ 2.8c01。側紘帝rsには製作擦痕と考えられるななめ方向の擦痕がみとめられる。凝灰岩。

10 (暗灰背色粘土層出土)石棒。現存長12.8c01，I凶 2.6c01，原さ 1.8c01，下半部が欠航。一端が

制く，他端が太くなっている。断面は三角形を呈す。

ll(第三軽地層)石体。両端が欠J員。現存長13.6('01，I悩 2.3('01，序さ 1.8('01
0

12 (S G 463 i ~u~地出土 ) 石錐。 形状は桁円形の扇平な自然石の民相IlI ~LH品を t符〈打ちかいたもの。 長

さ 9.8c01，I悶 8.2c01，厚さ 2.1c01。凝灰岩。

4 )第26次調査の考察

笥26次調査の課題は外郭線外南東に位置する鵜ノ木地区の建物群の範聞と ， その変造， ~に.建

物群を郭する施設の有無を追求することにあった。調査の結果，州立柱佳物跡5十点、)1:) i跡 3Jι 
構，土土広，杭列などを検出した。これら遺構は 2期の主主地層面，地山粘土Ifuの31(liにて昨必された。

ここでは，この整地層と遺・構，遺物の関係を墜理し，既調査の結果を含め，約ノイベI也氏の他物併に

ついての今後の調査の問題点などにふれてみたし 。

0路地層について

整地 Iは赤褐色土器，縄文式土器と共に，珠洲系中世陶器が山土 しており，中世の幣地と刊断さ

れた。中世陶器の年代については，県内の編年がなされていない現段階では明言でき ないが，珠洲

陶の編年によると法住寺第 3号窯II群土器に類似し，14世紀代を中心とする年代観が与えられてい

る(討 1)。 従って，整地 I商で確認された SB427建物跡， S 0435-438溝は中世以降の所産と巧-ぇ

》れる。他に，中世陶器を出土する遺構としては第18次調査検出のSE269井戸跡があリ，井戸庶l白.

より珠洲系片口鉢の破片が出土している(註 2)。

内也111は須恵器，土師器，赤褐色土器，縄文式土器が混在した状態で出土したが， ~ I J世陶器の?1~

入はなかった。整地 Iと整地mの間には腐植土層がみとめられ，時間的な隔りがあることカ:体認さ

れている。整地IIIのもっとも新しい遺物をも って，整地時期の年代とすると，回転糸1;IJリ，無調絡

の亦褐色土器A (註 3)があげ.られる。しかし，現段階では，赤褐色土器の年代観が，いま一つ明

維でなく，あえてその時期を求めるとすれば，払田棚跡出土の嘉祥2年(849年)の紀年のある木簡

と伴出した赤褐色土器(註 4)より，新しい形態，技法の赤褐色土器Aが出土していることから，

9世紀後半以降と与-えられる。整地III面にて，検出した遺構は S8428建物跡， S E430-432井戸跡、

などがあるが，これらが整地 Iの堆積範囲外で検出しているため，整地 I面の遺構との新旧関係に

ついては不明である。建物跡の柱掘り方の規模，埋土などに類似する点もあり，むしろ，建物跡に

ついては中世の遺構の可能性も考えられる。

位地IIIに類似する整地層として，第18次調査検出の整地層があげられる。赤褐色土器Aを出土す

る住居跡，土拡， S G463湿地の東縁を整地し，層内から，赤褐色土器，磨製石斧などが出土し，新

- 22-



掘り方規模，では SB266， 268建物跡が検出しているが，柱間，している。整地面旧の造物がi

検出のSB427， 428建物跡と類似している。など，本次調埋

地山の高位部を削平して整地した 2期の整地層が確東縁辺に，G463湿地の南，のように以

9世紀後半以降の或る時期から，14世紀代を中心とする時期にかの出土造物から，整地認され，

がこの整地した地域に集中する傾向がみとめられ，後述する南側の地山高位部でけて，建物，井
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検出した建物群と占地の点で相違する。

面検出の建物群についてut也山粘

次調査で検出した地山粘土商の建物跡としてはSB 396， 397， 429建物跡がある。他に第18次，

地山の高位部削述の整地の南，.で15棟前後の建物跡が確認されているが，すべて，

- 23-
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に{立置している。

建物の位置関係については国営調査て¥3問X5聞に南北の府のつく第二次金堂跡とした建物跡と，

同じく講堂跡とした S8006建物跡の間隔が約90尺 (1尺=約30cm).両建物跡の中心線から東西に

各々約90尺の対称位置に桁行が一致する 2間X3聞の総柱の東西棟建物.4棟の建物配置が報告され

ている。この 4棟の建物は約90尺を大きな基準とし，対称位置に同規模の建物を配置するなど，計

画的な建物配置や，完数尺による割付を行っていることがうかがえる。しかし，この数値は国営調

査の概要，平板測量による図面からの導入であるため， S 8006建物以南の数値については，今後の

調査で更に明確にしてゆく必要があろう 。

8006建物以北の建物跡については，再調査により，第 3図にみられるょっな建物位置が明確と

なっている。国営調査において，第 1次講堂跡、とした建物跡は時期の異なる 4棟の建物跡であるこ

と，又，第 2次講堂跡とした建物跡は同一地点での建替えがみとめられ，古い時期の建物は南北に

踊のつく 3問 X5問の S8006，新しい時期は同一規模で，廟を欠く S8395と判明した。

S 8006建物の心々から第 2次金堂跡とした建物の心々聞は約140尺であるが，ここで挿図の如<. 

円リ述の建物配置の計画性について，検討するため，仮に第 2次金堂跡と約90尺の間隔にあると報告

された S8006建物跡の南廟を基準に北に10尺毎， S 8006建物跡の中心線を基準に東西に10尺毎に

区画線を設定してみたところ，S 8397， 398， 399， 429建物跡の桁，或いは，梁の一方がこの区画

線にほぼ一致することが判明した。又，区画線と一致しないが， S 8006 (S B 395 )建物の東柱列

と並ぶS8396東柱列が，この10尺毎の区画線から東に 5尺の完数尺の線上に位置し， S E406井戸

跡の井筒も， 10尺の区画内のほぼ中央に位置していることが判明した。ただ， S 8257建物を中心と

する東側の建物群のっち， S 8261建物を除き，この区画線に沿っ例はなく，これら建物については，

度，検討する必要があろう 。

いずれにしても， S 8006建物跡の東西の中心線と南府を基準とした任意の操作であり，問題を含

むが， S 8006建物以北にも計画的な建物配置が存在するものと考えられる。今後は S8006建物跡

の南に位置する，対称をなす建物跡、，第 2次金堂跡との詳細な数値を把握し， 基準線の位置，基準

H 位尺の数値などを明確にしてゆきたい。

建物跡の時期的変遷については S8006， 397建物跡が，重複関係では古い時期に属し，これと，

X回線上に位置し，柱痕跡、に焼土を含まないことで共通性のある S8 398， 429が同時期と考えられ

る。S8006建物跡と重複し，それより新しい S8395建物跡と，同じく区画線上に位置し，柱痕跡

に焼土を含む共通性のある S8399建物跡， S 8397建物跡より新しい S8396建物跡が同時期と考え

られる。

なお， S E406井戸跡は古い時期の S8006建物跡と同時期と考えられ，井戸の廃棄年代はもっと

も新しい資料をも って決めると，紀年のある木簡では天平勝宝5年頃， 8世紀中頃となろう 。井戸

と共に機能した S8006建物跡を中心とする古い時期の建物もこの年代に建替えられ， S 8395建物
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跡を中心とする新しい建物に変遷したものと 巧-えられる。

8395建物跡、の廃絶は，同時期と考えられる S8397建物跡が機能を停止した後に，赤褐色土器

を出土する喧穴住居跡に よって切られており，赤褐色土器Aの年代以前と考えられる。

i位後に，調査の謀題であった建物群を郭する施設については，本次調査では笠地による削平のた

め，不明であった。或いは，北側については， S G463湿地の自然地形をそのまま利用したものであ

ろうか，半IJt!.ミ、としない。又，主主地IIIに包含されていた墨書土器に 「寺」 の墨書が6点みとめられ，

lil営制脊時にも鵜ノ木地区からの「寺」の壁書が報告されており，この地区に 「寺」の墨書が集

る傾向がうかがえる。時期的には，無調整の回転へラ切り須恵器杯，亦褐色土器Aなどの秋田城

としては比較的新しい時期の造物であるが，付近に寺院としての建物の存証がA号えられる。

JI: 1 r珠:i州法{主ミ宇都 3号窯J 1977 育問康暢

，it 2 秋田城跡 昭和51年度調貨概報 (同概報では須忠器鉢として報併している。)

訪 3 秋田城跡 昭和53年度調査概報考察参!1tl.

詑4 払出柵跡 昭和50年度発11:1¥調査概要 (回転糸切り底の土印li器として報告されている。)

III 第 27次発掘調査

1 )調査経過

第27次調査は謎国神社北部地区を対象に 9 月 25 日 ~10月 26 日まで行っ た 。 発J屈面積は 207m2 (約

63坪)である。

調査目的は，護国神社本殿北西部において国営調査の際検出された築地延長部を線認することで

ある。

9月25日，発掘機材を運搬し，担IJ量および、パックホーによる表土除去作業を開始。また同時に相

撲取り場北方の舌状部に巾約 2m，長さ約4mの東西トレンチを設定した。しかし後世の撹乱が激

ししわずかに築地基底部と思われる黄色粘土と数片の瓦を検出したに過ぎなかった。さらに翌日

26日は調査区より約25m東方の路上に巾 1m，長さ約 4.5mのトレンチを設定し掘り下げた。その

結果-約1.8mで地山飛砂層に至り ，その間赤褐色砂を主体とする約 1mの造物包含層が認められた。

また東西に走る溝あるいは土拡の一部と考えられる土層断面も観察された。

調査区は，27日までのパックホーに よる表土除去作業を終え，28日から手作業による掘り下げを

開始した。その結果，壁面および調査区内で国営調査時の トレンチと思われる落ち込みを数ケ所で

確認した。調査の層序は現地表から約80cm程て・旧表土と考えられる黒色土に至る。国営調査のトレ

ンチ数本はこの黒色土まで掘り下げられている。黒色土以下約 1mまでは褐色砂を主体とする砂質

.て。ほとんど厚さ 10~20cmの水平な堆積状態を示す。10月8日ま でこれらの砂層を一枚づつ除去し，
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地山黒色腐他土面を検出し:ifi構確認を行う 。 その結果， 数{問の小規校 ( 径20~40cm)な掘り方と東

士広状の落ち込みを確認した。同11日まで部ち込みの西半分を掘り下げた。

その結果，底面は不格形な激しい凹凸があり ， しかも各小さい必ち込みの情的iには鋤先と 巧-えられ

る工具の痕跡を示す凹凸が明11棄，かつ無数に認められた。13日からは治ち込みの米半分を1/:11リ下げ¥

17日までに 11:11リ上げ-た。これらの落ち込みは深い所で地山!日色l席十1"け:から 2111もあり、!氏i回の状況

から第14次， 23次調査で検出した土取リ穴逃十位と巧・えられる。

23日は，築地を確認する目的で調査区北西の一段下がった.ll.i地に IIJ2 111，長さ 13111の京西)jri1jに

2 い仁トレンチを設定し， 1J:U リ下げた 。 しかし近世以降の染付が出入する新しい UI~ リ火が係認さ

れたに過ぎない。

25日までに実iHlJ，写真槻彬，また31日には出め戻しも終了 し，調:伐のすべてを'ぷγした。

2 )検出遺構と出土遺物

0検出遺構

第19図 第27次調査周辺地形図

5 K466-474土取り穴 (第20凶， I活版15，16，17)

調査l亙の北側で検出されたもので 9J，~以 1 --の

遺構を舵認した 。 いずれも不燃)f~ を I !~_ し ， 弁明

面には抑削の了.具 と4・えられる剣j先の:瓜跡がlりl

瞭に認められた。

各土拡の新If:I関係は新しい }jから SK46E、

467→468キ474→472キ473のJtl(il-(であるのしか

し埋.土の状況からすれば.各_I-__l-広IlIlのそれほど

きな時期差はないものと巧ーえられる。J-Ij!_上は

賞 ・ 赤褐色砂が主体をなし，部分的にJ_~ll . ，}J、 ・

…色粘土フーロックが出入している。土地|人jか 、

の造物はま った〈認められなし 。

一取り穴はこれまで第14次・ 18次 ・22次・ 23

次調査で検出されているが，このうち第14次・23

次調査地は外郭築地線に近接していることから

築地構築のための土取りと巧-えられている。し

たがって今次検出の土士広も北辺外郭の築地構築

の土取り跡と考えられる。

5 A475ピット群 (第20図，図版16，18) 

地山である黒色腐植土面で確認された。北東
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第24~

-d71) 世

、ぶ一一亡コ

コ，て..- / 5 ( 1 -875) 
6(l-876「 ??10|CM

1. Aトレンチ出土遺物
2. C卜レンチ出土遺物
3 -5.褐色砂質土出土造物
6.暗褐色砂質土出土遺物

方向に偏する 1間X1聞の建物のよ

うにも考えられるが，柱聞が多少異

なるので断定はできない。掘り方は

径 ・深さとも約40cm程である。埋

は黒色 ・赤褐色粘質土で，柱穴跡に

は褐色砂が多く混入している。

0出土遺物 (第24図，図版25)

出土遺物はきわめて少なく図示し

得るもの，あるいは特記すべき造物

は数点のみである。

Aトレンチ出土遺物

トレンチ内からは，瓦・須恵器裂

師器製の小片と須恵器台付杯が出土した。台付杯は回転へラ切りで切り離した後に高台を付し

たものである。色調は灰青色を呈し，焼成も良好である。

Bトレンチ出土遺物

調査地は，後世に宅地として使用されておりトレンチ内からも古代の遺物は出土しなかった。時

期不明の染付片が数点出土したに過ぎない。

Cトレンチ出土遺物

Cトレンチからは小片が多数出土した。最上層の50cm程が道路整備のための整地層であるが，そ

の下層はすべて古代の造物包含層である。遺物の大部分は赤褐色土器で底部切り離しは回転糸切り

によるものである。またそのうち底部片一点(2)には墨書が認められ「谷」と判読できる。他に須恵

器杯の回転へラ切り ，回転糸切り底部片と内面黒色土師器台付杯片が出土している。

調査区内出土遺物 (第24図3-6 ) 

調査区内のおおよその層序は上層から表土(20cm)黄色砂(70cm)，その直下が黒色砂質土で旧表土

と考えられる。したがって黄色砂は近世以降の整地層と考えられる。黒色砂質土より下層は褐色砂

を主体にする細かい砂層に分けることができるが 基本的には明るい褐色砂と暗い褐色砂とみるこ

とができる。この二層が土取り穴遺構埋土を覆っている 遺物の大部分は暗褐色砂質土層から出

したものである。

旧表土と考えられる黒色砂質土層からは，赤褐色土器が多量に出土し，その他に須恵器襲小片 ・

瓦小片がわずかに散見できる。

褐色砂質土層からは，赤褐色土器片，また赤褐色を呈し，外面下部にタタキ痕を有する丸底裂の

破片も出土している。瓦はほとんどが小片であるが，格子目瓦が数点あり，うち一点は「秋田瓦」
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の表IJ印瓦である。

暗褐色砂質土層からは赤褐色土器小片，瓦片が出土している。須恵器は裂の小片 と円面硯の脚部

が出土している。脚部は縦・横の沈線で区画し， 一部 「スカシ」と思われる切り込みがある。また

下端には一本の波状の沈線が認められる。

土取り穴埋土出土

調査区東側の土取 り穴の上層から三点の遺物カt出土した。土師器裂底部 ・川忠器杯休部小片.赤

褐色土器杯体部小片である。

3 )第27次調査の考察

第27次調査は，西から延びる北外郭線の確認を目的とした調査であったが，調布の結*1明確な築
地痕跡は検出できなかった。

、な検出遺構は，調査区内で土取り穴と考えられる土拡群と，柱服リ方数Wil-てある。また三本の

トレンチでは，最も北方の舌状部に設定したAトレンチから築地積土と考えられる黄褐色粘質土層

が認められ，瓦等も数点出土している。しかし明確に築地跡と断じ得る程遺存状況は良好ではない。

他の二本の トレンチも築地線を追跡する意味で設定したものであるが， cトレ ンチでi宜物包含層を

確認したにとどま った。

調査区内で検出された多数の土拡群については土取りのための遺構と考えられる。これまで第14

次調査，第23次調査でも土取り穴が確認されており ，しかも外郭線に沿って検出されたことから築

地築成のための土取りと考えられている。

調査検出の土拡群も向性格を有するものであろう 。土取りの時期については，社1土内からほとん

ど出土遺物がなく不明である。

北外郭線については，国営発掘の際に護国神社本殿の北西高所で東西方向に延びる築地断面が，

また第16次調査の幣切山西部ではやはり 東西に延びる築地が検出きれている。この両地区の築地は，

護国神社北西の大きな谷に制約されるため， 舌状部の最も高所を走り ，本調査区付近でほほ垂直に

折れ曲がることが推測されていた。

Aトレンチではわずかであるが築地積土と考えられる土層が認められたもののBトレ ンチその他

の調査区では確認されていない。

しかし調査の結果は， Aトレンチで築地積土の一部と考えられる粘質土層および瓦片が数点出土

したに過ぎない。また護国神社北西の谷においても数回の分布調査を実施したが，瓦の散布や積土

と考えられる土層は確認できなかった。

北辺外郭線については，これまで最高所を走るものと考えられてきたが，今回の調査結果から地

形的あるいは後世の削平等，多角的視野で再吟味する必要性が生じたと言えよう 。
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調査成果の普及と関連研究活動

(1) 調査成果の発表

一 秋田城展の開催 ー

7月22日から 8月8日まで，秋田市制施行90周年事業のー還として，東北の古代城棚官街遺跡、で

ある多賀城跡，胆沢城跡，城輪柵跡，払回棚跡等から賛助出品をいただき，秋田市美術館で開催し

た。県内外から多数の観覧者が訪れ好評であった。

(2) 諸国体開催研究会議への参加

0秋田考古学協会総会 1979年11月11日

発

郷岡誠一

一 昭和53年度秋田城跡調査について 一

日野久

一 後城遺跡調査について

凸原 俊行，安田忠市

一 秋田市上新城中学校裏遺跡調査について -

参加所員(小松正ハ，

0埋蔵文化財発掘技術者専門研修 (遺跡保存整備課程)

小松 正

0第6回古代城棚官街遺跡検討会 1980年 3月1日・2

t表

小松

一 秋田城跡について-

(於)秋田県立博物館

(於)奈良国立文化財研究所

蔵文化財センター

参加所員(石郷岡誠一，日野 久，西谷 隆，安田忠市，西鳥羽礼子)

(於)仙北町就業改善センター

(3) 発掘調査への協力

0秋田市上新城中学校裏遺跡発掘調査 9・10月

- 33ー





図版2 第26次調 全景整地 1.III面 (北から)

下南地区 " (西から)



図版3 上 全景 地山粘土面 (北から)

" (南から)



図版4 上 SB396， 397建物跡 (南から)

下 SB396建物跡 (南から)



図版5 上 SB397建物跡 (南から)

下 SB429建物跡 (南から)



図版6 上 SB428建物跡 (南東から)

下 SB427建物跡， SA464ピット群， SD435-438溝 (東から)



図版7 SB397建物跡，柱掘り方 (抜き取り穴)断面



図版8 上 ・中 SB429建物跡柱掘り方断面

下 SB428建物跡柱掘り方断面



図版9 上 SE430井戸跡 (南東から)

下 SE431井戸跡 (東から)



.;-

図版10上 SE432井戸跡埋土断面 (北から)

SE432井戸跡 (北から)



SK447土拡

(北から)

SK450土砿

(南から)

K451-455土砿群

(東から)

図版11



SA433， 434杭列と整地III

の高まり (西から)

下

SA433， 434村方IJ

(東から)

図版12



A433， 434.m91J 

図版13



上

泥炭層堆積状況

(南から)

中・下

黒婁土器出土状況

図版14



第27次調査上全景(東から)

下 全景(土取り穴掘り上げ後)(東から)
図版15



SK466-474土取り穴

(西から)

下

断面 (西から)

図版16



SK466-469土取り穴

鋤j状の工具痕跡

図版17



上

SA475ピット断面

下

Bトレンチ (東から )

図版18
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図版19 第26次調査出土遺物
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図版23
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図版25 第27次調査出土遺物



つ

秋田城跡発掘調査事務所要項

抜粋(~~fll翌年 5備品dfJPif|即日)

んん

秋丹IrlJ教育委員会事務同組織規則

りん
』，

r
織来!{I 

第 1条

第 3条第 4項iと掲げる事務を分掌させるため、社会教ff課lと所属する機関として、秋川4. 

城跡発掘調査事務所を置く 。

第 3条

秋旧域跡発開調査事務所Kおける事務分掌は、おおむね次のとおりにする。.4. 

一、史跡秋田城跡の発掘に関する乙と。

二、史跡秋田城跡の出土品の調査および研究lζ関するとと。

発掘調査体制II 

市Ij体査] )調

に
J

車問藤佐社会教育課長之博藤佐教育長秋田市教育委員会

秋田城跡発掘調査事務前

氏 名 職 名 所 !品

佐々木 栄 孝 所 長 秋田市教育委員会社会教育課参事(兼)

小総 正 夫 王 事 11 社会教育課(兼)

石郷岡 誠一 H 〆〆 11 ( 11 ) 

日 野 久 11 11 11 ( 11 ) 

商 谷 隆 調査補佐員

安 田 'rじB、 市 11 

西鳥羽 礼子 〆'1

.fLI 谷 光 寸三 調査補助員

2)調査指導機関

宮城県多賀城跡調査研究所
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